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論点１

誤情報拡散への罰則と、LAWS の使用条件を明

記した法律の制定

論点２

生成 AI や軍事用 AI の誤作動 対して、原

因解明と厳しい再発防止策
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Austria
論点1

倫理的なAI使用のための国際的な

ガイドライン

生成AI、軍事AI両方の安全な利用の

推進のための機関

論点2

・被害予測性、リスクヘッジに

応じた柔軟な責任の所在管理

・AIの適切な開発を妨げない

リスクと責務の管理

２⽇⽇間間よろしくお願いします！



Bangladesh

Location

South Asia

Population

171,190,000

Religion

IslamAIに対して慎重に、

積極的に活用していく姿勢です！

論点１

途上国へのAIに関する支援

論点２
共同責任を求める
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論点１：軍事AIの使用を拡大させ、自
国防衛を進める

論点２：AIの行動に伴う責任の行先を
法案として決める

AIの生産率が米国に続いて多いわが
国ではAIの長所を最大限に生かし、
軍事AIを自国防衛のために使用する
考えを広めるとともに責任帰属の問
題にも重視することにより国際平和を
求める。
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主張① 生成AIを積極的に取り入れて、

軍事用AIは全面禁止！

・生成AIは規制しない人間の生活にリスクが生じる場

合は法整備を進めていく

・軍事用AIは法的拘束力のあるLAWSの開発・使用を

全面的に禁止する国際法の発効を求める

主張② AIの責任の所在を国家に！

・国家にすることで、広い範囲に責任をとることがで

きる

・実際に被害を生み出してしまった場合は、国連総会

で具体的な処罰について議論を行う
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EGYPT
論点1

AIの規制

論点2
AIの誤作動に対する責任帰属の
明確化

一発展途上国として、同じ途上国 
の仲間にも利益のある条約にさせ
ます
先進国相手にも対等な議論を目指                  
します

二日間模擬国連楽しみましょう！！



論点①：AIの規制
AI技術がほとんど浸透していないエリトリアにと
って、L A W S の使用は即パニックを引き起こす
危険がある。だからこそ国際的なAI兵器の厳格

な規制が必要。

論点②：AI誤作動の責任帰属
誤作動時に責任の所在が不明確では、技術を持
たない国が一方的に被害を受けかねない。責任

を明確化する国際ルールが不可欠。

発展途上国ですが、よろしくお願いします！
有意義な議論にしましょう！











論点２

India
論点１

AIを積極的に活用していく姿勢をとります。 
AIと共に世界を発展させていきましょう！！

2日間よろしくお願いします☺

生成AI、軍事用AI別の責任帰属の国際的
な基準の作成
システムの見直し＋国際的な安全性基準
の作成

情報モラルを学習⇒生成AIの利用
軍事用AIは基本的に条件なしでの
使用可
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⽣成AI：⽴場と課題
医療、農業、教育などで活⽤推進 

著作権、雇⽤喪失、法整備の遅れが

課題

⼈材流出（BRAIN DRAIN）と地域

格差が国内課題

軍事⽤AI：⽴場と課題
兵⼠の安全確保、国防近代化に有効

誤動作、透明性、責任所在の曖昧さ

が課題

攻撃的⾃律兵器（LAWS）の配備は

慎重姿勢、国際ルール待ち

提案と⽅向性

段階的、柔軟な規制（禁⽌より透明性重視）
⼈間による最終決定義務化（“HUMAN IN THE

LOOP”)

ASEAN 内での軍事AI透明性イニシアティブ

誤作動時の国際通報制度と責任分担モデル

 インドネシアの訴え

グローバルサウスの視点から、先進国偏重ではない
国際ルールづくりを！

技術恩恵の公平な分配と倫理的なAI活⽤の国際協⼒を強化

RE

Republic of Indonesia





D19

イスラエル（Israel）

今回私たちが提案する政策はこちらです！

論点１

規制を最大限無くし発展した世界へ！

論点２

委員会を作成し世界的な対策へ！

皆さんと共に有意義な話し合いが出来るように頑張ります！
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KENYA
生成AIの規制
•National AI Strategy 2025-2030を基盤とし、

民間分野における使用を促進

• U N E S C O のAI倫理勧告等に倣い、

発展途上国を脅かす脅威に対抗する

軍事用AIの規制
• L A W S を全面禁止

•半自律型システムは人間の最終判断を義務付け

•使用状況や事故に関する情報開示の義務

AI誤作動対応のための国際補償と監視制度の設置
•国際的なAI事故データベースの設置

•中立的な責任判定と補償機関の設置

•AIにおける責任調査委員会の設立

•AIの緊急停止と再発防止通達制度の設置
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論点 １

軍事用AIの完全自律型兵器の禁止

生成AIを利用したフェイク画像などの作成を禁

止

論点 ２

国がAIの責任を持つ

現在世界中が注目している中東の中心的な

国として各国と議論します

2日間頑張ろう



Libya
政策１
⾃律型AI兵器の規制及び⾮致死

AI兵器の監視義務

政策2

各国に透明性報告の義務付けと誤作動
時に即時停⽌可能な「キルスイッチ」
とフェールセーフ機能の取り付けを国

際基準として義務化

※旧政権の指導者の画像が掲載されていたため、
フロントの判断で隠しました。



New Zealand
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論点１
・自律兵器の基準と制限を設けるた
めの国際法の整備
・人道的な面でLAWSは完全反対

論点2
・責任所在の明確化
・誤作動に備えた緊急停止・遮断シ
ステムの義務化

各国が互いに協力し
合いより良い国際社
会を目指して行きま

しょう！
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論点１ 軍事用AIの使用を禁止する国際法の制定

論点２  誤作動に対しての責任審査機関の設置と

誤作動に関する報告の義務化

軍事用AIは国際社会に大きな影響をもたらしています。
軍事用AIによって国際社会との関係も大きく変わっていきます。世

界中が納得のいく指針を目指していきましょう。

２日間よろしくお願いします。
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Switzerland
論点１

軍事 AI の使用を防衛目的に限定すること

論点２

軍事 AI の行使の最終判断を人が行うこと

誤作動が発生してしまった時の原因の調査・開示

国のまとまりを超えた、

世界共通の指針を作成で

きるよう、有意義な議論

をしましょう！







論点  1
軍事⽤AI の全面規制

⽣成AI の使⽤基準明確化

論点 2
AI 関連の事件を解決する

国際機関の設立

AI 対して寛容な姿勢をとりつつ

国際的な使⽤基準の作成 向けて

頑張ります!

2 日間、有意義な会議にしましょう！ ！
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１．AIが使ったデータ、思考の過程などが明

確化されていること。

２．AIが関与している作業の最終決定は必ず

人間がすること。

１．責任を負うのはAIサービスの購入

を決断した人間である。

国際協力のもと、

AI利用を法制化する

（D44）United
Kingdom
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UNITATED 

STATES OF 

AMERIKA

AI  は単なる作業員とみなし、⼈間が最終決定することを原則

としている。AI  は軍事⼒強化のカギであり、国家安全保障の柱

として導入している。国際的な AI 軍事利⽤のルール作りを

主導している。

よりよい会議 しましょう！！



VENEZUELA
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